
添付資料１   東京新聞 １２/９ 

震災がれき問題 「市町村も受け入れを」知事表明 

 

2011 年 12 月 9 日 

 上田清司知事は八日の県議会本会議で、東日本大震災で発生した岩手、宮城両

県のがれきを県内で受け入れることについて「県民の理解が進んだ。県としてしっか

りと受け入れを進めるべきだ」と述べ、焼却場などの処理施設を持つ市町村に受け入

れを働き掛ける方針を示した。萩原一寿氏（公明）への答弁。 （杉本慶一、前田朋

子） 

 環境省の調査によると、県内では七月時点で十三市町と一部事務組合七団体が、

がれきの受け入れを前提に計約六万トンの処理が可能としていた。 

 しかし「被災地すべてのがれきが放射性物質に汚染されていると誤解された」（上田

知事）ため、十月の再調査では、受け入れに応じた市町村と一部事務組合はゼロだ

った。 

 知事は「現在は県民から『積極的に受け入れるべきだ』とのメールが多く来るように

なった」と強調。県は市町村への情報提供を進め、市町村が同意して受け入れる際

は、県が放射性物質の測定などを行う考えを示した。 

 知事は報道陣に、受け入れるがれきの例として岩手県内の角材や柱材を挙げ、県

営最終処分場「県環境整備センター」（寄居町）や、県の総合リサイクル施設「彩の国

資源循環工場」（同）でも「（受け入れの）可能性がある」と述べた。県は今後検討して

受け入れ方針を決めれば、寄居町と協議する方針。 

 県資源循環推進課は「県民や市町村には、安全ながれきしか受け入れないとアピ

ールしたい」としている。 

 さいたま市の清水勇人市長は、本紙の取材に「がれき処理について全国的な連携

の必要性は理解しているが、現時点では受け入れは難しい。県から要請があれば協

議する」とコメントした。 

（東京新聞 埼玉版 １２/９掲載） 

 

 

 

 

 

 

 



 

資料 ２ ＜秋田市における環境省の発言と秋田市長の発言＞ 

 

秋田市における環境省課長、秋田市長の発言 毎日新聞 １２/８ 

東日本大震災：震災がれき、環境省課長「秋田市溶融炉で焼却

可」 ／秋田 

 ◇放射性物質、４０～５０倍に濃縮 

 東日本大震災の災害廃棄物（震災がれき）処理問題で、環境省の山

本昌宏廃棄物対策課長が秋田市で６日、同市が使っている溶融炉で焼

却した場合、「がれきに含まれる放射性物質は４０～５０倍に濃縮され

るとみられる」と説明していたことが分かった。岩手県の震災がれき

の場合、同市の溶融炉で焼却しても国の焼却灰埋め立て基準を下回り、

同課長は「処理しても問題ない」との認識を示した。 

 同市議会が開いた研修会での質問に答えた。岩手県の震災がれきに

は放射性セシウムが１キロ当たり１０４ベクレル含まれることが確認

されているが、５０倍濃縮しても同５２００ベクレルで、国の焼却灰

の埋め立て基準である同８０００ベクレルを下回る。 

 秋田市は震災がれき受け入れの検討を進める中で、同市が使ってい

る溶融炉は一般的な焼却炉よりも放射性セシウムの濃縮率が高まると

みられるため、溶融炉での処理に関する詳細なデータを国などに求め

ていた。市環境部は「初めてのデータが示されたが、４０～５０倍に

なるという確証は得られていない。参考にしながら検証したい」とし

ている。 

 山本課長は研修会で、これまでのガイドラインには詳しく書かれて

いなかった溶融炉での処理について、データを示しながら講演。他都

市の実績から、溶融炉から出てくるスラグに放射性物質がどの程度含

まれるかなどのデータを示した。同市はスラグなどを再利用する業者

へ販売している。【小林洋子】 

 

 

 



 

 

資料２  ＜秋田市における環境省の発言と秋田市長の発言＞ 

   

東日本大震災：がれきの放射能「ゼロではない」東日本大震災：がれきの放射能「ゼロではない」東日本大震災：がれきの放射能「ゼロではない」東日本大震災：がれきの放射能「ゼロではない」    秋田市長、慎重秋田市長、慎重秋田市長、慎重秋田市長、慎重

姿勢姿勢姿勢姿勢    ／秋田／秋田／秋田／秋田    

毎日新聞 12 月 9 日(金)12 時 43 分配信 

 秋田市の穂積志市長は８日、放射性物質の濃度が検出下限値を下回る

災害廃棄物（震災がれき）の受け入れについて、「放射能がゼロということで

はない。がれきの放射性物質の濃度は低レベルでも、焼却灰は（濃縮され

て）高い濃度になる可能性がある」と述べ、慎重な姿勢を見せた。 

 市議会本会議の一般質問で答弁した。同市は今後も複数のデータを基に

技術的な検討を続けるとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

資料 ３ ＜文科省航空モニタリングによる空間線量およびセシウム１３４，１３７の土

壌積載量・寄居町 

 

http://ramap.jaea.go.jp/map/map.html 

 

 

 

うす茶：１万ベクレル/㎡未満 

濃い茶：１〜３万ベクレル/㎡ 

 

１平方メートル当たり４万ベクレルを超えて放射能で汚染されたものは管理区

域外に持ち出してはならない」という法律がある。小出さんは研究のため管理

区域内に入ることが多いが「この区域内では水を飲むことができず、食べ物を

食べてもいけない。寝たり、子どもを連れ込むこともできない。そういう場所

が放射線管理区域」という。  （毎日新聞群馬版 １１/１） 

 

 

 

 

 

 



資料 ４ ＜「放射線防御プロジェクト」による全国土壌調査結果＞ 

 

 

 宮城県宮城県宮城県宮城県 37373737 箇所箇所箇所箇所((((県南の高濃度地域含まず県南の高濃度地域含まず県南の高濃度地域含まず県南の高濃度地域含まず))))のセシウム合算の平均はのセシウム合算の平均はのセシウム合算の平均はのセシウム合算の平均は    およそおよそおよそおよそ 921Bq/kg921Bq/kg921Bq/kg921Bq/kg 

このうち仙台市内このうち仙台市内このうち仙台市内このうち仙台市内 12121212 箇所のセ箇所のセ箇所のセ箇所のセシウム合算の平均はおよそシウム合算の平均はおよそシウム合算の平均はおよそシウム合算の平均はおよそ 479Bq/kg479Bq/kg479Bq/kg479Bq/kg 

======================================================== 

場所/採取時期/採取地/Cs134（Bq/kg）/Cs137(Bq/kg)/ Cs 合算(Bq/kg)/ 換算(Bq/㎡)/チェルノ

区分と参考情報 

  

亘理郡山元町/11 月下旬/植え込み/1360 /1900 /3260 /211900 /第 3  

亘理郡亘理町/11 月下旬/植え込み/1270 /1890/ 3160 /205400 /第 3 一度掘り返したかも 

柴田郡大河原町/8 月上旬/庭/920 /1100 /2020/ 131300/ 第 4☆ 

柴田郡川崎町/11 月下旬/植え込み/54/ 56/ 110/ 7150 釜房ダム周辺 

柴田郡川崎町（北部）/ 8 月中旬庭/5 /25 /30 /1950☆ 

阿武隈川河川敷（岩沼市）/12 月上旬/河川敷公園/510 /680 /1190 /77350/ 第 4 津波被害地点、

スポーツ場 

岩沼市（山側） /11 月下旬/植え込み/290/ 400/ 690/ 44850/ 第 4 人通りの多い場所 

名取市/8 月中旬/庭/330/ 350/ 680/ 44200/ 第 4 

名取市/ 庭 / 2400/ 3200/ 5600/364000/第 3333   湿気が多く 、震災で波をかぶっていない、雨

樋下などは避けた土 

仙台市太白区/10 月下旬/植え込み/300/ 400 /700/ 45500/ 第 4 人通りの多い場所 

  

仙台市青葉区（中心部）/ 10 月下旬/植え込み/240/ 330 /570 /37050 /第 4 人通りの多い場所 

仙台市青葉区（中心部）/ 11 月下旬/庭/280 /360 /640 /41600 /第 4 

仙台市青葉区（中心部）/ 11 月下旬/植え込み/190 /290/ 480 /31200  

仙台市青葉区（西側）/ 12 月上旬/庭/24 /22 /46/ 2990  

仙台市青葉区（山側）/ 11 月下旬/植え込み/170/ 240/ 410/ 26650  

仙台市広瀬川河川敷（青葉区）/ 11 月下旬/河川敷/350/ 520/ 870/ 56550/ 第 4 子どものスポ

ーツ場 

仙台市宮城野区/11 月上旬/庭/170/ 190/ 360/ 23400  

仙台市宮城野区/11 月上旬/植え込み/120/ 140/ 260/ 16900  

仙台市泉区/10 月下旬/植え込み/230 /260/ 490/ 31850/ 子どもの遊び場 

仙台市泉区/11 月上旬/畑/140/ 170/ 310/ 20150  

仙台市泉区/11 月下旬/庭/270/ 340/ 610/ 39650/ 第 4  

黒川郡富谷町/12 月上旬/庭/64/ 90/ 154/ 10010  

多賀城市/8 月下旬/庭/150/ 230/ 380/ 24700  



多賀城市/10 月上旬/庭/250/ 340/ 590/ 38350/ 第 4  

塩釜市/12 月上旬/庭/310/ 380/ 690/ 44850  

東松島市/10 月上旬/庭/220/ 250/ 470/ 30550/ 津波被害地点 

石巻市/8 月下旬/庭/440/ 560/ 1000/ 65000/ 第 4  

石巻市/8 月下旬/庭 240/ 310/ 550/ 35750/ 沿岸部 

石巻市（中心部・高台）/ 庭/290/ 390 /680 /44200/ 第 4 

女川町/11 月下旬/植え込み/130/ 180/ 310/ 20150  

大崎市（平野部） /8 月中旬/植え込み/390/ 460/ 850/ 55250/ 第 4☆ 

大崎市（平野部）/ 8 月下旬庭/470/ 600/ 1070/ 69550/ 第 4  

加美郡加美町/11 月下旬/植え込み/300/ 380 /680/ 44200/ 第 4 漆沢ダム周辺 

登米市（山側） /11 月下旬植え込み/900/ 1320/ 2220/ 144300 /第 4  

南三陸町/10 月上旬/植え込み/110/ 130/ 240/ 15600/ 沿岸部 

栗原市/11 月下旬/植え込み/570/ 750 /1320/ 85800/ 第 4/ 人通りの多い場所 

気仙沼市/8 月中旬/庭/190/ 210/ 400/ 26000/ 沿岸部 ☆ 

～留意点～ 

採取方法：表土５cm。基本的に、震災後手を加えていない土・雨どいの下など溜まりやすい場所

は避けた土を採取。 

☆→ゲルマニウム半導体検出器を用いて。それ以外→ＮａＩシンチレーションを用いて。 

厚生労働省「緊急時における食品の放射性物質測定マニュアル」に準ずるγ線スペクトロメトリ

ーによる測定。 

「文部科学省刊行シンチレーションスペクトロメーター機器分析法」に準ずる核種別検査。 

（参考値として）歴史上唯一参考になるチェルノブイリ区分 

1,480,000Bq/㎡～  強制避難（周辺 30km 立ち入り禁止区域）＝第 1区分 

 555,000Bq/㎡～  強制移住（５mSy/年以上）＝第 2 区分 

 185,000Bq/㎡～  希望移住（１mSy/年以上）＝第 3 区分 

 37,000Bq/㎡～  放射線管理（0,5mSy/年以上）＝第 4区分 

以上、チェルノブイリ被災者救済法で制定された汚染地域定義 

Bq/kg→Bq/㎡換算は、原子力安全委員会５月７日の会見で 65 を乗ずるとの発表に準ずる。 

== 

 

 

 

 

 

 

資料５ 産經新聞 震災がれき受け入れない県６割＜産経新聞１２月３０日＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料６ ＜信濃毎日新聞 １２月２９日＞ 



震災廃棄物の広域処理 知事「受け入れ考えず」12 月 29 日（木） 

 

 

 阿部守一知事は２８日の定例会見で、東日本大震災で発生した廃棄物の広域

処理について「現時点で受け入れることは考えない」と述べ、廃棄物処理施設に

関わる市町村に受け入れを勧めない考えを示した。県内で発生した放射性物質を

含む下水道汚泥や土壌の処理場所などを優先して考えなければならないことや、

国の示す基準に国民の理解が十分得られていないことを理由に挙げた。 

 

 阿部知事は会見で「県は国から受け入れの要請を受けている立場。国の対応を

しっかりしてもらわなければ、県としては市町村に受け入れを勧められない」と述

べた。 

 

 知事は９月県会で、放射性物質の濃度が１キロ当たり８千ベクレル以下なら埋

め立て処分できるとした国の基準を満たせば「県外からの受け入れもやむを得な

い」と答弁。ただ、この日は「（その後の）国の対応はあまりにも不十分。国の基準

に対する国民や自治体への分かりやすい説明がない」などとした。 

 

 震災廃棄物の受け入れについて、県内では中野市など北信地方の６市町でつく

る北信保健衛生施設組合だけが「検討中」としている。同組合の小田切治世組合

長（中野市長）は取材に「現時点では詳しく聞いていないので判断しようがない。

県の方針も踏まえて考えていく」としている。 

 

 

 

 

資料 ７ ＜朝日新聞新潟版 １２月２９日＞ 



がれき処理に知事、慎重な姿勢 

2011 年 12 月 29 日 

 

東日本大震災の被災地で出たがれきの受け入れ問題で、泉田裕彦知事

は２８日の会見で「何でもかんでも埋めればいいというものではない」

と述べ、改めて、１キロあたり８千ベクレル以下のごみ焼却灰は埋め

立て処分できるとする環境省を批判し、受け入れに慎重な姿勢を示し

た。がれき処理を巡る知事と政府の見解の違いに県内の市長らからは

戸惑いの声が上がっている 

 

 資料８ ＜ＮＨＫニュース１２月２８日 焼却灰受け入れ先公開せず＞ 

首都圏各地で放射性物質を含むごみの焼却灰が処分できなくなっている問題で、埼

玉県東部の自治体でつくる東埼玉資源環境組合は、１２月、新たな受け入れ先が決

まり、焼却灰の搬出を再開しました。しかし、混乱を避けるために受け入れ先は公表

できないとしています。 

 

埼玉県越谷市など６つの市と町でつくる東埼玉資源環境組合は、ことし７月以降、住

民の反対で秋田県にある業者の最終処分場にごみの焼却灰を搬出できなくなりまし

た。このため組合の施設内で焼却灰を保管するしかなく、１月末にはスペースがいっ

ぱいになる恐れがありましたが、このほど新たな処分場が決まり、２６日から搬出を再

開しました。しかし組合では混乱を避けるために処分場の名前や場所は公表できな

いとしているほか、この処分場が受け入れるのは今後、新たに発生する焼却灰の一

部だけで、別の処分場が確保できなければ来年４月には再びいっぱいになる恐れが

あるということです。東埼玉資源環境組合は「焼却灰の受け入れ先が決まり安心しま

した。残りの受け入れ先についても最大限努力して探したい」と話しています。 

資料 ９ ＜朝日新聞新潟版 １２月２９日＞ 



 



 



 



 



 



 

資料 １０<１０万ベクレル以下下水汚泥焼却灰、セメント固化不要・環境省決定 

     毎日新聞 １２月３日＞ 

東日本大震災：１０万ベクレル以下汚泥焼却灰、セメント固化東日本大震災：１０万ベクレル以下汚泥焼却灰、セメント固化東日本大震災：１０万ベクレル以下汚泥焼却灰、セメント固化東日本大震災：１０万ベクレル以下汚泥焼却灰、セメント固化不要不要不要不要    

 環境省は２日、放射性セシウムが１キロ当たり８０００ベクレルを超え１０万ベ

クレル以下の上下水道汚泥の焼却灰について、セメントで固めなくても、雨水

の流入を防ぐ措置で埋め立てできるとの方針を決めた。汚泥の焼却灰は放射

性物質がほとんど溶出しないことが分かったため、方針を変更した。 

 また、１キロ当たり１０万ベクレルを超える廃棄物については、地中に細かく

仕切ったコンクリート製の構造物を設置した「遮断型処分場」に埋め立てること

とした。福島県内で発生した場合は、除染後の汚染土壌などを入れる「中間貯

蔵施設」を活用。それ以外の都道府県で発生した場合は、新施設を建設する

必要があるという。一方、放射性物質に汚染され処分が進んでいない稲わらな

どについては、焼却処理のガイドラインを策定する。【藤野基文】 

 


